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令和５年度 12月会議

○監査請求に関する決議（４ページ）

条例改正条例改正

○令和５年度下郷町一般会計補正予算（３ページ）
○令和５年度下郷町国民健康保険特別会計補正予算
○令和５年度下郷町介護保険特別会計補正予算
○令和５年度下郷町一般会計補正予算（追加分）

補正予算補正予算

議員提出議案議員提出議案

　

貸
付
対
象
に
「
看
護
師
養
成
所

又
は
看
護
系
学
校
」
が
追
加
さ
れ

さ
ら
に
貸
付
限
度
額
等
の
上
限
を

引
き
上
げ
た
。
ま
た
、
返
還
開
始

時
期
も
「
卒
業
６
か
月
後
」
か
ら

「
12
か
月
後
」
に
、
返
還
期
限
を

６
年
か
ら
８
年
に
延
長
し
た
。

　

出
産
予
定
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
所
得
割
額
と
均
等
割
額

を
、
出
産
予
定
月
の
前
月
か
ら
４

か
月
分
（
多
胎
妊
娠
に
つ
い
て
は

予
定
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月

分
）
を
減
額
す
る
条
例
改
正
。

育
英
資
金
の
貸
付

額
等
を
拡
充
　
　

国
民
健
康
保
険
税

の
一
部
を
減
額
　

条
例
改
正

条
例
改
正

　１２月会議は、４日から８日までの５日間の
日程で開かれました。今会議では、条例の一部
改正、令和５年度補正予算など町提出議案９件
が審議され全て可決しました。また、議員提出
議案１件は否決となりました。

○下郷町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例（２ページ）
※出産日・予定日の前後４、６か月
の国民健康保険税の所得割額と均
等割額が免除となる。

○下郷町育英資金貸付基金条例
の一部を改正する条例（２ページ）
※町育英資金の貸付額やその他条件等の改正。

○下郷町農業集落排水事業の設置等に関する条例
○下郷町簡易水道事業の設置等に関する条例
※公営企業法の非適用だった２事業が、国からの要請により独立採算制の法適用になるた
めに必要な条例を整備。

○町長等の給料の特例に関する条例（４ページ）
※町長及び副町長の月額給料を減額するための条例。

貸付対象 貸付限度額
（改正前）

貸付限度額
（改正後）

高 等 学 校 月額　13,000円 月額　15,000円
高等専門学校 月額　16,000円 月額　20,000円
大 学 校 等 月額　20,000円 月額　25,000円
大　　　　　学 月額　35,000円 月額　40,000円
看護師養成所等 ― 年額 600,000円

イメージ図
○単胎妊娠
1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

予定日
○多胎妊娠
1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

予定日
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９
月
会
議
で
可
決
し
た
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
へ
３
万
円
を
給
付

す
る
事
業
に
７
万
円
を
追
加
し
て

給
付
す
る
事
業
。
物
価
高
騰
の
影

響
が
特
に
大
き
い
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
国

が
財
源
措
置
を
す
る
事
業
。

議員
前
回
の
３
万
円
給
付
は
終

わ
っ
た
の
か
ど
う
か
。

課長
前
回
の
３
万
円
給
付
は
ま

だ
１
０
０
％
に
な
っ
て
い

な
い
。
11
月
１
日
に
申
請
書
を
発

送
し
て
給
付
率
は
82
・
５
％
と
な

っ
て
い
る
。
約
１
２
０
世
帯
が
ま

だ
と
な
っ
て
い
る
の
で
申
請
勧
奨

を
し
て
い
く
。

　

農
地
台
帳
が
国
管
理
と
な
り
、

利
用
権
の
設
定
を
徹
底
し
た
こ
と

か
ら
農
用
地
利
用
集
積
推
進
事
業

補
助
金
が
増
加
し
た
。
ま
た
、
農

地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
集
積

を
行
っ
た
地
区
へ
交
付
さ
れ
る
地

域
集
積
協
力
金
も
３
地
区
が
該
当

し
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

議員
農
用
地
利
用
集
積
推
進
事

業
補
助
金
と
地
域
集
積
協

力
金
は
ど
の
よ
う
な
人
に
交
付
さ

れ
る
の
か
。

課長
農
用
地
利
用
集
積
推
進
事

業
補
助
金
は
町
単
独
費
。

農
用
地
の
利
用
集
積
の
実
績
に
よ

り
助
成
金
を
交
付
す
る
内
容
。
地

域
集
積
協
力
金
は
国
庫
補
助
。
地

区
の
農
地
面
積
に
対
し
面
積
の
集

積
率
を
ク
リ
ア
し
た
場
合
に
出
さ

れ
る
補
助
金
。
大
松
川
、
小
松
川
、

倉
水
が
今
回
該
当
し
た
。

追
加
で
住
民
税
　
　

非
課
税
世
帯
へ
給
付

農
地
の
利
用
権

設
定
を
推
進
　

補
正
予
算

補
正
予
算

議員
卒
業
後
に
、
町
内
に
居
住

実
態
が
あ
り
町
内
又
は
近

隣
市
町
村
に
、
就
業
し
た
者
に
つ

い
て
は
、
育
英
資
金
を
免
除
す
る

規
定
が
追
加
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ

う
な
免
除
想
定
を
考
え
て
い
る
の

か
。課長

卒
業
後
１
年
間
の
猶
予
の

後
、
８
年
間
で
返
済
し
て

い
た
だ
く
考
え
。
毎
年
、
申
請
書

を
教
育
委
員
会
に
提
出
し
、
審
査

し
て
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
他
の
町
村
も
同
様
な
制
度
が

あ
る
か
ら
、
検
討
し
た
い
。

議員
新
人
教
員
は
地
元
に
戻
る

こ
と
は
、
１
０
０
％
な

い
。
南
会
津
管
内
で
あ
れ
ば
該
当

す
る
、
南
会
津
教
育
事
務
所
管
内

と
い
っ
た
よ
う
な
見
当
も
必
要
か

と
思
う
。
近
隣
町
村
の
範
囲
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。
保
証
人
は

現
在
２
名
だ
が
、
こ
れ
を
、
３
名

に
出
来
な
い
か
ど
う
か
。

課長
県
の
教
育
委
員
会
で
は
積

極
的
に
地
元
出
身
地
に
勤

務
さ
せ
る
よ
う
変
わ
っ
た
。
若

松
、
白
河
、
南
会
津
に
勤
務
し
て

い
て
も
、
町
に
居
住
実
態
が
あ
れ

ば
こ
の
制
度
の
対
象
に
な
る
。

　

町
の
育
英
資
金
は
、
県
の
奨
学

金
制
度
を
準
用
し
て
い
る
。
県
で

は
他
の
制
度
の
奨
学
金
の
重
複

は
、
禁
止
し
て
お
り
、
町
も
、
他

の
奨
学
金
制
度
を
受
け
て
い
る
方

は
遠
慮
し
て
頂
く
こ
と
が
前
提
。

　

現
在
、
保
証
人
は
連
帯
保
証
人

が
１
名
、
保
証
人
が
１
名
で
２
名

の
保
証
人
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
、
連
帯
保
証
人
を
２
名
に
増
や

す
な
ど
検
討
し
た
い
。

議員
返
済
途
中
で
あ
っ
た
方
も

該
当
す
る
解
釈
と
し
て
よ

ろ
し
い
か
ど
う
か
。

課長
途
中
で
下
郷
町
に
戻
っ
た

場
合
、
返
済
期
間
８
年
で

町
に
居
住
し
、
審
査
し
て
、
基
本

的
に
該
当
に
な
る
の
か
と
思
う
。

議員
保
証
人
と
連
帯
保
証
人
の

区
別
は
。

課長
一
般
的
に
は
、
連
帯
保
証

人
が
よ
り
強
い
拘
束
力
を

持
つ
と
理
解
し
て
い
る
。
従
っ

て
、
奨
学
金
返
済
が
滞
っ
た
場
合

は
、
連
帯
保
証
人
に
請
求
が
行
く

内
容
に
な
っ
て
い
る
。

令和５年度一般会計補正予算令和５年度一般会計補正予算
農地の集積に関する補助金等補正予算を可決農地の集積に関する補助金等補正予算を可決

◉
農
地
中
間
管
理
機
構
と
は

　
福
島
県
農
業
振
興
公
社
の
こ
と
。農
地
の
貸
借
等
を
仲
介
す
る
。

◉
利
用
権
設
定
と
は

　
農
地
に
賃
貸
借
権
等
の
権
利
を
設
定
す
る
こ
と
。

歳　出
地域集積協力金 1,153万2千円
農地利用集積推進事業補助金 1,593万円
住民税非課税世帯重点支援給付金 5,110万円

歳　入
農地集積・集約化対策事業費
県補助金 1,153万2千円

物価高騰対応重点支援地方創生
臨時交付金 3,996万3千円
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１　
事　
案

〇
公
金
を
横
領
し
、
私
的
に
流
用

・
令
和
４
年
度

�

10
万
５
７
０
０
円　

・
令
和
５
年
度

�

６
万
３
５
０
０
円　

２　
処
分
内
容

〇
本
人
…
懲
戒
免
職

〇
他
５
名
の
職
員
…
指
導
・
監
督

不
十
分
と
し
て
１
か
月
の
減

給
（
５
％
～
10
％
）

〇
町
長
・
副
町
長
の
処
分
…
追
加

提
出
議
案
を
参
照

３　
発
覚
ま
で
の
経
緯

　

令
和
５
年
10
月
11
日
、
金
庫
内

に
還
付
金
が
無
い
こ
と
が
発
覚
。

当
該
職
員
が
横
領
を
認
め
る
。

１　
監
査
を
求
め
る
事
項

　

町
税
還
付
金
の
横
領
事
件

２　
事　
由

　

税
務
課
職
員
の
横
領
事
件
の
報

告
は
さ
れ
た
が
、
税
還
付
対
象
者

本
人
へ
の
未
確
認
、
当
職
員
の
供

述
の
み
に
よ
る
横
領
の
件
数
・
金

額
の
確
認
か
ら
で
は
、
そ
の
他
の

余
罪
の
有
無
は
否
定
で
き
な
い
。

よ
っ
て
町
の
調
査
で
は
不
十
分
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
議
会
へ
の

報
告
に
は
な
い
事
実
が
報
道
さ
れ

る
な
ど
、
町
の
調
査
結
果
に
疑
念

が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
、
当
事
件
を

解
決
す
る
こ
と
は
町
民
の
理
解
を

得
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
本
事
件

の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

監
査
を
も
と
め
る
。

　

議
会
全
員
協
議
会
（
12
月
４

日
）
で
税
還
付
金
の
不
適
切
な
事

務
処
理
に
つ
い
て
、
町
の
説
明
が

あ
っ
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　

12
月
４
日
の
議
会
全
員
協
議
会

を
受
け
、
小
椋
淑
孝
議
員
並
び
に

佐
藤
盛
雄
議
員
よ
り
「
監
査
請
求

に
関
す
る
決
議
」
の
議
案
が
追
加

提
出
さ
れ
た
。

　

税
還
付
金
の
不
適
切
な
事
務
処

理
の
責
任
を
と
る
た
め
町
長
・
副

町
長
の
給
料
を
減
額
す
る
条
例
が

提
出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
可
決
し

た
。

懲
戒
審
査
委
員
会
は
ど
の

よ
う
な
メ
ン
バ
―
か
。

委
員
長
が
副
町
長
、
副
委

員
長
に
教
育
長
、
総
務
課

長
と
税
務
課
長
の
４
名
。

外
部
調
査
を
入
れ
る
仕
組

み
は
な
い
の
か
。
身
内
で

や
る
と
ど
う
し
て
も
甘
く
な
る
。

外
部
の
客
観
的
な
判
断
を
仰
ぐ
と

い
う
方
法
を
と
れ
な
い
の
が
残
念

だ
。

私
た
ち
で
は
知
識
の
足
り

な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、

そ
の
都
度
、
顧
問
弁
護
士
な
ど
を

通
じ
て
、
ご
助
言
ご
指
導
を
頂
い

て
進
め
て
い
る
。

税
還
付
金
の
横
領
事
件

町
が
議
会
に
説
明

町
監
査
委
員
の
　

　
　
監
査
を
請
求

町
長
・
副
町
長
の

　
　
給
料
を
減
額

協
議
内
容

４　
横
領
現
金
の
使
途

　

横
領
し
た
現
金
は
、
借
金
の
返

済
に
充
て
て
い
た
。

５　
再
発
防
止
の
取
組
み

　

全
職
員
に
対
し
て
公
務
員
と
し

て
の
倫
理
確
立
、
服
務
規
律
の
遵

守
、
綱
紀
粛
正
の
徹
底
を
周
知
す

る
。
公
金
の
適
正
な
管
理
、
チ
ェ

ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
る
。

３　
討　
論

◇
賛
成
意
見

〇
星　

和
志 

議
員

•
還
付
対
象
者
に
確
認
も
行
わ
ず

決
定
を
出
す
の
は
お
か
し
い

の
で
監
査
し
て
欲
し
い
。

◇
反
対
意
見

〇
星　

輝
夫 

議
員

•
監
査
員
は
就
任
し
た
ば
か
り
で

分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、

大
き
な
負
担
を
か
け
る
。

〇
玉
川　

邦
夫 

議
員

•
協
議
会
資
料
か
ら
は
詳
細
は
見

え
な
い
が
、
審
査
委
員
会
の

調
査
は
尊
重
し
た
い
。

４　
採　
決

　

採
決
は
起
立
採
決
で
行
わ
れ

・
賛
成
４
人

・
反
対
７
人

　

賛
成
少
数
で
議
案
は
否
決
さ
れ

た
。

　
討
論
は
議
案
に
対
し
て
、

理
由
を
付
け
て
「
賛
成
」、

「
反
対
」
を
表
明
す
る
も
の

で
す
。
一
人
１
回
が
原
則
。

職　名 減額率 期　間

町　長 ２０／１００ ３か月間

副町長 １５／１００ ２か月間



一般質問
６議員が 町政を問う

下郷町
議会だより No.1065

　１２月定例会では、６人の議員が１３件の一般質問を１２月５日に行い、活
発な議論を展開しました。６ページより、質問した順に代表する質問の質疑応
答を要約してお知らせします。

　“一般質問”は、議員が町の行政全般について、事務の執行状況や将来の方針等を聞き、
町長などに所信や疑問をただすことで、報告や説明を求めることです。

星　　輝夫（６ページ）
●水の確保について
●国道１２１号線大道通改良工事について

星　　能哲（８ページ）
●農林業の振興について　　　●町内小学校の統合について

山名田　久美子（９ページ）
●農業と観光の振興
●大川ふるさと公園の利用について

星　　和志（１１ページ）
●道路整備と振興計画　　　　●民間力の活用方法

小椋　淑孝（１０ページ）
●町道湯野上中山線について　●町内の企業について
●地域景観について

玉川　邦夫（７ページ）
●疾病予防体制の充実について
●健全育成に必須の体験活動について
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星　輝夫　議員
teruo  hoshi

水
の
確
保
に
つ
い
て

国
道
１
２
１
号
線
大
道
通
改
良
工
事
に
つ
い
て

料
金
は
免
除
し
て
い
る
が

　
水
の
確
保
は
道
の
駅
で
行
っ
て
い
る

町
や
地
区
の
費
用
負
担
は

　
　
　
　
　
無
い
よ
う
に
進
め
て
い
る

答弁

答弁

下
郷
町
地
域
振
興
株
式
会

社
に
指
定
管
理
料
が
支
給

さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
た
だ
、
道

の
駅
し
も
ご
う
で
は
観
光
客
が
増

加
し
水
が
足
り
な
く
な
る
と
、
町

で
対
応
し
て
い
る
と
聞
い
た
が
事

実
な
の
か
。
事
実
で
あ
っ
た
場

合
、
今
年
運
ん
だ
回
数
と
、
水
量

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
こ

の
料
金
は
も
ら
っ
て
い
る
の
か
。

道
の
駅
し
も
ご
う
が
業
者

に
依
頼
し
、
道
の
駅
が
費

用
負
担
等
を
行
っ
て
い
る
。
令
和

５
年
度
の
こ
れ
ま
で
に
、
役
場
裏

駐
車
場
の
消
火
栓
か
ら
水
を
２
日

間
計
７
回
、
約
１
４
，
０
０
０
リ

国
道
１
２
１
号
線
大
道
通

改
良
工
事
は
10
月
29
日
に

県
か
ら
区
民
へ
令
和
６
年
度
か
ら

徐
々
に
進
め
る
と
説
明
が
あ
っ

た
。
改
良
箇
所
に
は
用
水
路
や
消

火
栓
が
あ
り
移
設
が
必
要
と
な
る

が
、
町
や
地
区
負
担
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
県
と
話
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

用
水
路
及
び
消
火
栓
の
移

設
に
つ
い
て
は
、
以
前
か

　

ら
南
会
津
建
設
事
務
所
と
協
議

を
行
っ
て
お
り
、
水
路
の
移
設

は
、
南
会
津
建
設
事
務
所
側
で
施

工
す
る
た
め
、
地
区
及
び
町
に
費

用
負
担
が
発
生
し
な
い
。
消
火
栓

質問

質問

ッ
ト
ル
運
ん
で
い
る
。
こ
の
対
応

は
、
役
場
内
の
消
火
栓
を
使
用
し

て
い
る
た
め
、
町
が
道
の
駅
か
ら

連
絡
を
受
け
て
い
る
。
水
道
料
金

は
、
道
の
駅
の
休
憩
機
能
を
維
持

す
る
た
め
必
要
不
可
な
こ
と
か

ら
、
免
除
と
し
て
い
る
。

指
定
管
理
料
を
受
け
て
い

る
会
社
の
水
道
料
金
は
免

除
に
な
る
の
か
。

道
の
駅
の
指
定
管
理
に
つ

い
て
は
運
営
の
部
分
で
あ

っ
て
施
設
自
体
は
町
の
財
産
。
料

金
の
免
除
に
つ
い
て
は
、
内
容
に

よ
っ
て
家
庭
や
企
業
の
免
除
の
手

の
移
設
も
同
様
に
協
議
を
行
っ
て

お
り
、
消
火
栓
の
移
設
は
、
町
が

施
工
す
る
こ
と
な
る
が
、
工
事
完

了
後
、
移
転
補
償
費
が
町
に
支
払

わ
れ
る
た
め
、
費
用
負
担
は
発
生

し
な
い
。消

火
栓
の
移
設
の
図
面
は

町
に
き
て
い
る
の
か
。

移
設
の
図
面
は
来
て
い
な

い
。

図
面
の
閲
覧
は
県
で
対
応

す
る
と
報
告
が
あ
っ
た
が

区
民
が
閲
覧
し
た
い
と
き
、
地
区

に
来
て
く
れ
る
の
か
。
ま
た
は
行

続
き
を
行
う
こ
と
は
あ
る
。

道
の
駅
の
ト
イ
レ
は
県
の

建
物
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
こ
に
も
補
給
し
た
の

か
。

ト
イ
レ
の
水
は
、
県
に
お

願
い
を
し
て
水
を
ポ
ン
プ

ア
ッ
プ
す
る
設
備
を
整
備
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
今
回
の
分
は
厨

房
へ
の
給
水
だ
け
で
あ
る
。

８
月
26
日
に
建
設
課
で
運

ん
だ
水
は
何
処
へ
運
ん
だ

の
か
。

栄
富
簡
易
水
道
で
漏
水
に

よ
り
水
が
た
ま
り
に
く
い

状
況
だ
っ
た
た
め
そ
ち
ら
へ
運
ん
だ
。

か
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
。

地
区
の
人
に
負
担
を
か
け

な
い
よ
う
県
と
協
議
し
て

適
切
に
進
め
る
。

約
10
年
前
採
択
に
な
っ
た

用
水
路
工
事
は
今
後
ど
う

な
る
の
か
。

採
択
は
継
続
中
で
国
道
の

改
良
後
に
事
業
に
入
る
予

定
。

◆
最
後
に
、現
在
設
置
さ
れ
た
信

号
機
は
仮
で
あ
り
、改
良
工
事
後
正

式
に
設
置
す
る
と
県
か
ら
報
告
が

あ
っ
た
と
議
員
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。仮設置された信号機の箇所
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増
加
傾
向
の
帯
状
疱
疹
へ

　
　
　
　
　
　
　
早
急
な
対
応
策
を

公
民
館
と
民
間
が

　
　
　
　
共
同
で
行
う
画
期
的
事
業
を

国
の
動
向
を
見
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
準
備
を
す
す
め
て
い
く

地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら

　
　
　
積
極
的
に
健
全
育
成
を
進
め
る

質問

質問

答弁

答弁

　

総
合
計
画
で
「
迅
速
か
つ
効
果

的
な
保
健
サ
―
ビ
ス
の
提
供
と
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
相
互
連
携
の

強
化
に
努
め
る
」
と
う
た
っ
て
い

る
。

最
近
、
帯
状
疱
疹
の
患
者

が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う

で
、
全
国
で
は
、
多
く
の
自
治
体

が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
一
部
負
担
を

自
主
的
に
始
め
た
。
本
町
で
は
、

ど
の
程
度
ま
で
検
討
が
進
ん
で
い

る
の
か
。

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
体

験
を
取
り
入
れ
た
活
動
は

無
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

年
々
参
加
す
る
子
ど
も
が
減
り
、

継
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
数
年

前
か
ら
、
公
民
館
の
「
親
子
で
挑

戦
隊
」
と
民
間
の
「
わ
く
わ
く
探

検
し
隊
」
を
合
同
で
活
動
し
て
き

た
経
緯
が
あ
り
、
大
き
な
成
果
を

収
め
た
。
こ
う
し
た
民
間
と
の
合

同
活
動
を
「
町
の
特
色
あ
る
取
り

組
み
」
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

玉川　邦夫　議員
kunio  tamakawa

本
町
の
統
計
は
な
い
が
、

50
～
70
歳
で
の
発
症
増
加

傾
向
は
認
識
し
て
い
る
。
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
連
携
体
制
は
取
っ

て
い
る
。
要
因
の
免
疫
力
低
下
予

防
の
健
康
づ
く
り
事
業
（
元
気
サ

ロ
ン
・
は
つ
ら
つ
教
室
等
）
を
一

層
推
進
す
る
。

「
国
の
審
議
会
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
」
と
い
う

回
答
で
あ
る
が
、
総
合
計
画
で
疾

病
予
防
体
制
の
充
実
を
上
げ
な
が

習
い
事
や
ス
ポ
少
で
忙
し

い
子
供
た
ち
が
、
で
き
る

だ
け
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

や
魅
力
的
事
業
に
す
る
た
め
、
地

域
の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
な
が
ら

実
施
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要

と
捉
え
て
い
る
。

企
画
内
容
や
運
営
組
織
面

で
正
職
員
一
名
で
は
た
い

へ
ん
で
あ
る
。
担
当
職
員
増
や
民

間
人
と
の
協
力
体
制
が
必
要
だ
。

ら
〝
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
〟
と

い
う
姿
勢
で
よ
い
の
か
。
三
島
町

で
は
、
一
般
的
に
は
65
歳
の
と
こ

ろ
、
50
歳
か
ら
の
接
種
助
成
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
働
き
盛
り
50
代
の

健
康
を
守
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い

配
慮
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
一
次

予
防
策
で
あ
る
。
帯
状
疱
疹
は
感

染
症
で
は
な
く
、
誰
も
が
体
内
に

菌
を
持
ち
や
が
て
発
症
す
る
可
能

性
の
あ
る
怖
い
病
気
で
あ
る
。
１

万
円
の
接
種
助
成
で
済
む
と
こ
ろ

を
、
発
症
す
る
と
６
万
〜
12
万
円

の
医
療
支
出
が
発
生
し
、
町
の
負

担
も
大
き
く
な
る
。
本
町
が
「
定

期
接
種
」
に
先
駆
け
て
行
う
考
え

は
な
い
の
か
。

私
も
経
験
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
病
気
の
怖
さ
は

分
か
っ
て
い
る
。
発
症
要
因
は
、

疲
れ
・
ス
ト
レ
ス
・
生
活
不
節
制

が
上
げ
ら
れ
る
。
接
種
に
つ
い
て

は
、
他
の
自
治
体
も
参
考
に
し
、

国
の
動
向
を
見
な
が
ら
町
と
し
て

の
考
え
を
し
っ
か
り
持
っ
て
準
備

を
進
め
て
行
く
。

職
員
増
と
い
う
考
え
で
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
は
地
域

の
指
導
者
、
団
体
の
組
織
を
作
っ

て
支
援
し
て
い
く
よ
う
な
検
討
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

公
民
館
と
民
間
が
連
携
し
て　

　
　

実
施
し
た
自
然
観
察
事
業
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星　能哲　議員
yoshithika  hoshi

農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

町
内
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

農
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
や

　
　
　
魅
力
的
な
森
林
づ
く
り
を
推
進

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
目
指
し
て

答弁

答弁

令
和
５
年
６
月
会
議
で
農

業
法
人
化
で
一
般
質
問
し
、

鋭
意
検
討
中
と
の
回
答
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
進
捗
状
況
の
説
明
を
求

め
る
と
と
も
に
、
県
内
他
町
村
の

農
業
法
人
化
の
状
況
を
把
握
す
る

と
、隣
村
西
郷
村
農
業
公
社
、湯
川

村
農
業
公
社
、
最
近
で
は
西
会
津

町
農
業
公
社
が
発
足
し
て
農
業
の

振
興
に
果
断
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

湯
川
村
農
業
公
社
に
お
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
農
協
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
て
農
業
の
振
興
に
心
血
を

そ
そ
ぎ
、ふ
る
さ
と
納
税
で
も
多
く

全
国
的
な
人
口
動
態
は
、

少
子
高
齢
化
に
よ
り
人
口

減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
と
比
例
し
て
わ
が
町
も

少
子
高
齢
化
及
び
過
疎
化
の
ダ
ブ

ル
パ
ン
チ
で
厳
し
い
局
面
を
迎
え

て
い
る
こ
と
は
衆
知
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

現
在
、
わ
が
町
の
人
口
も
年
々

減
少
し
、
５
千
人
を
割
り
２
０
１

質問

質問

の
成
果
を
だ
し
て
い
る
こ
と
は
あ

ま
た
の
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
西
郷
村
農
業
公
社
の
西

郷
館
の
農
産
物
の
販
売
は
活
況
を

呈
し
、
下
郷
町
道
の
駅
の
農
産
物

直
売
所
の
売
上
げ
に
も
影
響
を
与

え
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
平
成
の
大
合
併

で
は
全
国
に
１
，
７
４
１
市
町
村

が
誕
生
し
、
自
治
体
間
の
熾
烈
な

競
争
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
深

く
認
識
し
て
、
下
郷
町
の
揺
る
ぎ

な
い
持
続
的
な
発
展
を
願
う
と
こ

ろ
で
あ
る
。

８
年
以
降
、
出
生
数
は
20
人
以
下

と
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
況
の
な
か
で
、

最
近
、
下
郷
町
の
教
育
を
考
え
る

有
識
者
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
町
民
の
明
日
の
下
郷
町

の
教
育
に
対
す
る
諸
々
の
意
見
の

調
査
結
果
が
で
た
よ
う
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
町
当
局
も
町
民
の
熱

き
教
育
に
対
す
る
思
い
入
れ
を
真

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
太
平
洋
戦

争
後
荒
廃
し
た
国
土
を
い
ち
早
く

復
興
し
よ
う
と
盛
ん
に
植
林
が
行

わ
れ
て
、
そ
の
多
く
の
山
林
が
伐

採
期
を
迎
え
て
お
り
、
町
内
林
業

の
振
興
と
発
展
に
官
民
あ
げ
て
の

取
り
組
み
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

　

以
上
、
農
林
業
の
振
興
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
質
問
す
る
。

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
維
持
は
重
要
な
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
現

在
、
町
独
自
の
支
援
制
度
も
含
め

数
多
く
の
農
業
者
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
農
業
者
の
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
事
業
を
展

開
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
林
業
に
つ
い
て
は
、
公

益
的
機
能
の
高
い
箇
所
の
森
林
整

備
に
加
え
、
森
林
環
境
学
習
の
推

進
や
住
民
参
画
に
よ
る
森
林
づ
く

り
等
に
よ
り
、
次
世
代
を
担
う
代

へ
の
教
育
と
、
町
民
へ
の
普
及
啓

発
に
繋
が
る
よ
う
務
め
て
い
く
。

　

更
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
、
福

島
県
森
林
環
境
交
付
金
に
お
い
て

も
、
公
有
林
等
の
備
や
林
業
事
業

体
へ
の
支
援
、
未
利
用
財
の
新
た

な
付
加
価
値
の
創
出
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
い
、
町
が
誇
る
魅
力

的
な
森
林
づ
く
り
の
た
め
有
効
に

活
用
し
て
い
く
。

摯
に
受
け
止
め
、
町
の
将
来
の
教

育
の
方
向
性
を
模
索
す
る
た
め
、

小
学
校
統
合
に
関
す
る
町
民
懇
談

会
や
先
進
地
視
察
等
を
実
施
し

て
、
よ
り
良
い
結
果
を
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
切
に
望
む
。

　

町
当
局
の
対
策
及
び
対
応
を
伺

う
。

児
童
生
徒
の
減
少
問
題
に

い
て
は
、
全
国
的
に
出
生

率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、
喫
緊
の

課
題
と
理
解
し
て
お
り
、
10
年

後
、
20
年
後
の
本
町
の
教
育
を
見

据
え
地
域
の
未
来
や
教
育
活
動
や

よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
考
え
に

変
わ
り
は
な
い
。
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一般質問

高
齢
化
し
人
手
が
足
り
な
い
地
区

大
川
ふ
る
さ
と
公
園
利
用
に
つ
い
て

行
政
区
と
課
題
を
共
有
し
更
に
検
討

イ
ベ
ン
ト
利
用
の
手
引
き
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
備
が
必
要

質問

質問

答弁

答弁

若
者
が
減
り
高
齢
者
が
増

え
、
地
区
で
の
取
り
組
み

が
ま
ま
な
ら
な
い
。
道
路
沿
い
の

草
は
生
い
茂
り
、
農
地
は
荒
れ
、

地
区
に
よ
っ
て
は
登
山
道
の
草
刈

り
を
町
か
ら
依
頼
さ
れ
る
も
対
応

が
で
き
な
い
な
ど
、
深
刻
に
悩
ん

で
い
る
地
区
が
多
数
あ
る
。
こ
れ

ま
で
地
区
で
や
る
こ
と
が
当
た
り

前
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
で
き
る
人

が
い
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ

の
事
は
地
区
に
と
っ
て
も
町
に
と

っ
て
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
早

以
前
、
当
公
園
を
利
用
し

て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た

際
、
屋
外
で
の
飲
食
は
認
め
ら
れ

ず
、
や
む
を
得
ず
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
内
で
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
町
外
か
ら
多
く
の
参
加

者
が
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
た

め
、
地
場
産
品
な
ど
の
土
産
販
売

に
つ
い
て
も
事
例
が
な
い
か
ら
と

許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
町
の
条
例
、

規
則
、
要
綱
な
ど
の
何
で
規
定
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

大
川
ふ
る
さ
と
公
園
は
イ

ベ
ン
ト
開
催
を
想
定
し
た

利
用
料
及
び
設
備
使
用
料
の
設

定
、
使
用
し
た
際
の
取
り
決
め
事

が
未
整
備
と
な
っ
て
い
る
。

　

利
用
料
の
改
定
を
含
め
「
イ
ベ

山名田　久美子　議員
kumiko  yamanada

急
に
解
決
策
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
問
題

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
。
考
え

な
の
か
伺
う
。

町
内
の
高
齢
化
率
は
年
々

高
く
な
っ
て
お
り
、
行
政

区
の
活
動
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

地
区
が
出
て
き
て
い
る
事
は
承
知

し
て
い
る
。

　
「
地
域
運
営
組
織
」
の
立
ち
上

げ
な
ど
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る

が
、
住
民
主
体
の
組
織
に
な
る
と

考
え
る
の
で
、
慎
重
な
議
論
が
必

ン
ト
利
用
の
手
引
き
」「
公
園
行

為
許
可
基
準
」
等
の
整
備
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

利
用
は
春
以
降
が
多
い
と

考
え
る
の
で
、
今
年
度
中

に
整
備
は
で
き
る
か
。

他
町
村
の
基
準
等
を
調
査

し
、
３
月
頃
ま
で
に
は
整

備
し
た
い
。

　

利
用
し
た
後
の
片
付
け
が
で
き

て
い
な
い
と
の
苦
情
も
あ
る
の

で
、
利
用
す
る
側
も
き
ち
ん
と
す

る
こ
と
が
大
事
と
考
え
る
。

要
で
あ
る
。

　

里
山
整
備
は
し
て
い
る
が
、
希

望
す
る
行
政
区
は
少
な
い
。
行
政

区
と
し
て
重
点
要
望
に
入
れ
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
支
援
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。
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一般質問

小椋　淑孝　議員
hidetaka  ogura

町
道
湯
野
上
中
山
線
拡
幅
改
良
す
る
の
か

町
内
の
企
業
訪
問
は
し
な
い
の
か

地
域
景
観
を
守
る
規
制
が
必
要
で
は

拡
幅
改
良
は
難
し
い
が

　
　
　
　
　
　
　
待
避
所
設
置
を
す
る

年
明
け
に
も
訪
問
し
た
い

国
、
県
と
連
携
し
、
保
全
に
努
め
る

答弁

答弁答弁

町
道
湯
野
上
中
山
線
は
、

大
沢
地
区
唯
一
の
生
活
道

路
で
あ
る
と
と
も
に
、
中
山
地
区

住
民
の
多
く
が
利
用
す
る
重
要
路

線
で
あ
り
ま
す
が
、
一
車
線
で
対

面
通
行
が
で
き
ず
、
特
に
大
沢
か

ら
中
山
ま
で
は
狭
小
崖
地
に
よ
る

危
険
個
所
が
多
々
あ
り
、
通
行
車

両
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
過

去
に
質
問
で
、
そ
の
際
に
は
落
合

音
金
線
の
道
路
改
良
が
終
わ
っ
た

ら
当
路
線
の
改
良
に
着
手
す
る
よ

う
に
勧
め
て
い
く
と
の
回
答
が
あ

令
和
４
年
度
の
事
務
報
告

書
で
、
企
業
訪
問
は
コ
ロ

ナ
過
の
影
響
で
中
止
、
当
時
の
状

況
を
考
慮
す
る
と
や
む
を
得
な

い
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に
移

行
さ
れ
通
常
の
生
活
に
戻
り
つ
つ

国
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
策

で
、
太
陽
光
発
電
施
設
が

景
観
を
損
ね
る
と
問
題
視
さ
れ
て

い
る
が
。

質問

質問質問

っ
た
が
、
町
長
の
拡
幅
改
良
の
考

え
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

令
和
元
年
度
に
発
生
し
た

台
風
19
号
の
影
響
に
に
よ

り
町
道
湯
野
上
中
山
線
の
一
部
が

崩
落
し
た
た
め
、
災
害
復
旧
を
最

優
先
に
行
い
令
和
３
年
に
復
旧
工

事
が
完
了
し
て
い
る
。
こ
の
災
害

復
旧
中
に
、
大
沢
集
落
か
ら
中
山

地
区
ま
で
の
調
査
を
行
っ
た
。

様
々
な
制
限
や
地
形
上
の
関
係
か

ら
、
拡
幅
改
良
を
実
施
す
る
に

は
、
莫
大
な
整
備
費
が
必
要
に
な

あ
り
、
町
内
企
業
を
大
事
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

本
年
度
は
、
ま
だ
企
業
訪

問
を
実
施
し
て
い
な
い

が
、
年
明
け
に
計
画
し
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
自
然
景
観

や
農
村
風
景
を
守
り
つ

つ
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
推
進
の

調
和
が
図
ら
れ
た
町
を
目
指
し
た

い
。

る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
に
待

避
所
設
置
の
予
備
設
計
を
行
い
、

２
箇
所
設
置
可
能
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
来
年
度
よ
り
２
箇
所
の
待

避
所
設
置
工
事
に
着
手
す
る
。

改
良
が
求
め
ら
れ
る　
　
　

　
　
　

町
道
湯
野
上
中
山
線
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一般質問

星　和志　議員
kazushi  hoshi

道
路
整
備
と
振
興
計
画

挑
戦
す
る
気
持
ち
で
進
め
て
い
く

質問

答弁
今
年
９
月
会
議
に
お
け
る

一
般
質
問
に
お
い
て
、
町

長
よ
り
様
々
な
地
域
振
興
を
図
る

上
で
は
、
ま
ず
は
道
路
整
備
が
最

優
先
と
の
回
答
が
あ
っ
た
が
。
地

域
振
興
に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
出
入
口
の
活
性

化
、
景
観
整
備
、
そ
こ
か
ら
観
光

地
ま
で
の
誘
導
、
誘
導
策
等
の
振

興
策
が
い
ろ
い
ろ
必
要
と
考
え
ら

れ
る
。
着
手
段
階
で
、
振
興
策
も

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
振
興

策
を
行
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

湯
野
上
温
泉
駅
前
の
整
備

事
業
や
県
の
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
活
用
し
た
新
た
な
観
光
資
源

の
発
掘
、
強
化
事
業
な
ど
を
、
観

音
沼
森
林
公
園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

の
事
業
や
観
光
Ｐ
Ｒ
時
、
動
画
の

制
作
、
周
辺
観
光
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
事
業
、
見
晴
台
の
整
備
な
ど
、

直
近
の
事
業
と
し
て
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
も
開
通

へ
向
け
、
様
々
な
政
策
を
講
じ
て

い
く
。

民
間
力
の
活
用
方
法

予
算
・
公
共
性
を
も
と
に

　
　
町
民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
い
く

質問

答弁
民
間
の
活
力
、
現
場
で
の

経
験
、
専
門
力
、
こ
れ
ら

を
行
政
に
生
か
せ
れ
ば
、
非
常
に

有
効
で
即
効
性
の
あ
る
施
策
が
可

能
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
今
ま
で

町
民
や
民
間
の
方
が
企
画
提
案
を

直
接
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
処
理
、

活
用
方
法
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

き
た
の
か
。

行
政
で
実
施
す
る
た
め
の

公
共
性
が
あ
る
か
ど
う

か
、
ま
た
予
算
の
措
置
が
必
要
な

も
の
の
も
の
な
の
か
、
さ
ら
に

は
、
国
や
県
な
ど
の
関
係
法
令
、

条
例
と
の
整
合
性
、
整
合
が
必
要

な
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
な

が
ら
事
業
化
を
図
っ
て
い
く
な

ど
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
行
政
と
し
て
、
気
づ
か

振
興
策
と
し
て
、
道
路
が

で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ス
ト
ロ
ー
現
象
が
起
き
る
と
思
う

が
、
対
策
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
か
ら

Ｉ
Ｃ
間
の
小
売
店
や
飲
食
店
と
か

に
対
す
る
支
援
や
対
策
は
何
か
案

が
あ
る
の
か
。

飲
食
や
宿
泊
だ
と
か
、
そ

う
い
う
設
備
や
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地

域
の
生
活
環
境
を
守
れ
る
と
、
雇

用
も
生
ま
れ
る
。
そ
う
い
う
考
え

の
も
と
で
町
の
振
興
策
を
考
え
て

い
き
た
い
。

観
光
資
源
の
発
掘
や
強
化

を
し
て
、
こ
れ
だ
け
で
は

お
金
は
生
ま
な
い
。
こ
れ
を
ど
う

お
金
に
落
と
し
て
い
く
か
と
い
う

の
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
思

わ
れ
る
。
お
金
を
観
光
者
が
落
と

し
や
す
い
の
は
、
食
や
遊
び
だ
と

考
え
る
。
下
郷
町
は
飲
食
店
が
多

く
て
美
味
し
い
。
そ
れ
を
も
っ
と

打
ち
出
し
て
、
強
化
事
業
で
自
然

を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
現
代
の
力
を
活
用

し
施
策
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

振
興
策
や
観
光
だ
と
か
、 

商
工
業
の
振
興
策
に
つ
い

て
は
、
こ
う
い
う
も
の
を
基
本
に

し
て
、
や
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
失
敗
し
な
け
れ
ば
成
功

し
な
い
の
で
、
何
で
も
挑
戦
す
る

気
持
ち
で
や
ら
な
い
と
、
何
事
も

で
き
な
い
と
思
う
の
で
、
そ
う
い

う
考
え
の
も
と
で
進
め
て
い
く
。

な
い
発
想
や
考
え
方
を
民
間
の
方

が
お
持
ち
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。

継
続
し
て
広
報
誌
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
各
種
の
行
政
所
を

行
政
受 

情
報
の
提
供
を
行
い
、

町
民
皆
さ
ん
と
情
報
の
共
有
を
図

り
な
が
ら
、
多
く
の
町
民
の
皆
様

の
行
政
参
画
を
推
進
。
若
者
の
ア

イ
デ
ィ
ア
や
齢
者
の
経
験
と
見

識
、
ま
た
女
性
の
皆
様
の
ご
意
見

を
真
摯
、 

耳
を
傾
け
な
が
ら
制
作

し
て
展
開
で
き
る
よ
う
に
力
を
注

い
で
い
く
と
考
え
て
い
る
。
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10月29日10月29日
在京下郷会定期総会在京下郷会定期総会
在京下郷の集い在京下郷の集い

10月30日10月30日
下郷町・下郷町議会中央要望下郷町・下郷町議会中央要望

　令和５年１０月２９日（日）上野精養軒におい
て、在京下郷会定期総会が開催されました。
　コロナ感染症がまん延していた３年間は開催
を見合わせておりました。
　総会では、当初会員数は５２０名でしたが、
現在１９０名となっており、会員拡大が重要に
なると話がだされていました。

　令和５年１０月３０日（月）国会議員会館で要
望を行いました。
　下郷町の重要課題である地域高規格道路「会
津縦貫南道路」の整備促進など、福島県選出国
会議員をはじめ１６名の衆参議院議員に要望活
動を実施しました。

　総会後、在京下郷の集いも４年ぶりの開催で
したが、１２１名の参加で会員の皆様の元気な
姿を拝見し、話も弾みました。

　下郷町では、これまでも継続して町単独の中
央要望を実施しておりました。
　今、その要望活動が着実に現実となっている
事は要望の大切さを感じるところです。
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町民の皆さんから
いろいろ聞きました

３０代 女性
（塩生地区）

〇議会や町政に興味がない、分からな
いと言う意見が多いですが、どうし
たら興味を持ってもらえると思いま
すか？

〇議会だよりを見てもらうには、何が
必要だと思いますか。

Ｑ

　地方公共団体の議会は、法律（地方自治法）で設置することが決めら
れています。ただし、条例で定めれば、選挙権を有する人の総会を設置
することもできます。
　議会は、条例の設定や改正、廃止。町の予算や、町長が行った事業の決算の認定などを
議決することができます。さらに、執行機関をチェックするための権限も議会に与えられ
ています。
　町長は予算案や条例案を作ることはできますが、決定は議会でしかできません。また議
会は、国の機関などに対して意見書を提出することができます。

　議員とは議会を構成するため選挙によって選ばれます。
　町民の代表として議会で発言し、質疑・討論を行い議案の可否を決定します。
条例案は議員から議会に提案出来ますが、予算案は町長のみが提案することが
できます。

　先にも書いた通り、議会の権限の大きなものは議決権です。町長には行政執行権があり
ますが、その前提となる条例や予算などは議会で決定します。また、直接選挙で選ばれた
議員は、住民の代表者としての責務があり町民への説明なども大きな仕事と言えると思い
ます。以上をまとめると
◦どのようなルールでどのようにお金を使うかを決める
◦決めたことを町民に説明する
◦町全体にとって最善の政策実現を図る

？

？

？

〇中学生や小学生に議員自体が何をどうしているのか内容を
説明したり実際に議論を見せたりしたらどうでしょうか？

〇議会広報誌の内容が難しすぎるので、文字ばかりでなくグ
ラフやイラストを入れ雑誌を見る感覚で簡潔にデザイン性
を持たせて編集すれば今よりは手に取るのではないでしょ
うか。

Ａ

議会とは？

議員とは？

議員の仕事とは？

今後も分かりやすい議会だよりを心がけ、
議会や町政に興味を持っていただけるようにしていきたいと思います。
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所管事務調査所管事務調査

総務文教常任委員会
10月６（金）実施

下
郷
町
商
工
会

�

（
関
係
事
業
）

▲楢原小学校の授業の様子を視察

◆
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
等
の
各
種

事
業
を
行
っ
て
い
る
商
工
会
に

訪
問
し
事
業
の
状
況
等
を
確
認

し
た
。

Ｑ　

地
域
応
援
券
と
は
、
ど
う
い

う
事
業
か
。

Ａ　

地
域
応
援
券
は
、
学
校
、
老

人
会
が
対
象
。
応
援
券
を
集
め

台
紙
に
張
り
、
一
枚
の
台
紙
で

５
０
０
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
加

盟
店
で
使
っ
て
い
た
だ
け
る
。

Ｑ　

ふ
る
さ
と
祭
り
に
代
り
、
軽

ト
ラ
市
を
開
催
す
る
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
軽
ト
ラ
市
の
課

題
は
。

Ａ　

町
内
の
農
産
物
も
含
め
、
購

買
力
が
減
っ
て
い
る
。
高
齢
者

の
増
や
後
継
者
不
足
を
危
惧
し

て
い
る
。
実
行
委
員
会
で
は
軽

ト
ラ
市
を
東
北
一
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

楢
原
小
学
校
訪
問

�

（
照
明
改
修
工
事
等
）

◆
子
ど
も
の
授
業
参
観
と
校
長
・

教
頭
と
の
意
見
交
換
を
行
い
学

校
の
現
状
等
の
確
認
を
し
た
。

ま
た
、
体
育
館
の
照
明
改
修
工

事
後
の
状
況
を
確
認
し
た
。

Ｑ　

複
式
学
級
で
授
業
を
し
て
い

る
が
、
運
動
の
方
は
ど
う
か
。

Ａ　

体
育
は
一
緒
に
行
っ
て
い

る
。
他
の
学
年
も
ブ
ロ
ッ
ク
で

活
動
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
複

数
の
教
員
で
見
る
の
で
、
安
全

面
、
活
動
面
で
も
少
な
い
学
年

は
複
数
の
学
年
一
緒
に
活
動
し

て
い
る
。

そ
の
他
の
調
査
箇
所

◇
下
郷
中
学
校
ナ
イ
タ
ー
照
明
設

備
の
賃
貸
借
契
約

◇
大
内
宿
町
並
み
展
示
館
茅
屋
根

改
修
工
事

◇
大
内
宿
保
存
整
備
事

◇
湯
野
上
温
泉
駅
前
整
備
工
事

◇
会
津
縦
貫
道
南
道
路
４
工
区
湯

野
上
２
号
ト
ン
ネ
ル
工
事

質
疑
・
提
言
等

質
疑
・
提
言
等

Ｑ　

湯
野
上
温
泉
駅
前
整
備
に
つ

い
て
線
路
沿
い
の
桜
の
整
備
も

必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

今
後
、
会
津
鉄
道
と
協
議

し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

湯
野
上
温
泉
駅
ま
で
の
道
路

や
、
駅
前
周
辺
の
空
き
家
、
経

済
効
果
や
投
資
額
に
対
す
る
利

益
な
ど
の
整
備
計
画
が
な
け
れ

ば
集
客
効
果
は
わ
か
ら
な
い
。

空
地
の
買
収
を
含
め
た
総
合
的

な
計
画
や
補
助
対
象
の
有
無
な

ど
も
含
め
勉
強
が
必
要
。

Ａ　

今
後
も
継
続
し
て
計
画
の
見

直
し
が
必
要
。
地
区
の
方
の
意

見
を
含
め
継
続
し
て
検
討
し
た

い
。

明るくなった体育館の照明
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常任委員会常任委員会

産業厚生常任委員会
11月２日（木）実施

下
郷
田
島
バ
イ
パ
ス

営
農
飲
雑
用
水
整
備
事
業

�

（
芦
ノ
原
地
地
内
）

▲下郷田島バイパス工事の説明を受ける

◆
下
郷
・
田
島
バ
イ
パ
ス
工
事
に

よ
り
町
道
の
一
部
が
影
響
を
受

け
る
こ
と
か
ら
塩
生
地
内
の
現

場
を
視
察
し
た
。

Ｑ　

土
地
の
買
収
に
あ
た
り
価
格

は
。

Ａ　

地
目
や
土
地
の
条
件
で
か
わ

る
。

◆
福
島
県
の
「
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
（
一
般
型
）」
に
よ

り
、
農
村
の
生
活
環
境
基
盤
整

備
と
し
て
行
わ
れ
、
こ
の
他
に

防
災
情
報
無
線
設
備
の
整
備
等

が
行
わ
れ
た
。
令
和
６
年
４
月

の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｑ　

総
工
費
約
４
億
円
の
う
ち
町

負
担
は
ど
の
く
ら
い
か

Ａ　

町
で
は
15
％
で
個
人
負
担

（
受
益
者
負
担
）
は
５
％
。

Ｑ　

維
持
管
理
は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ　

指
定
管
理
で
行
う
。

道
路
改
築
事
業
測
量
業
務
委
託

�

（
白
岩
阿
久
戸
平
地
内
）

◆
事
業
名

　

道
路
改
築
事
業
測
量
業
務
委
託

　
　
　
　
（
白
岩
阿
久
戸
平
地
内
）

◆
事
業
費

　

２
７
５
万
円

◆
工　
　

期

　

令
和
５
年
９
月
14
日

　
　
　
　

～
令
和
６
年
３
月
25
日

Ｑ　

県
道
と
町
道
の
協
議
は
さ
れ

た
の
か
。

Ａ　

今
後
、
協
議
す
る
。

Ｑ　

拡
幅
に
つ
い
て
の
用
地
交
渉

は
さ
れ
た
の
か
。

Ａ　

今
後
、
行
う
予
定
。

Ｑ　

工
事
の
費
用
は
ど
の
く
ら
い

に
な
る
の
か
。

Ａ　

１
億
１
千
万
円
位
に
な
る
予

定
。

そ
の
他
の
調
査
箇
所

◇
下
郷
町
鳥
獣
対
策
モ
デ
ル
地
区

　
（
小
松
川
地
区
）

◇
湯
野
上
保
育
所
屋
根
葺
替
え
工

事
◇
昇
降
機
改
修
工
事

　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

◇
消
防
団
の
現
状
と
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
現
況
説
明

◇
大
松
川
圃
場
整
備
の
現
状
説
明

南
会
津
建
設
事
務
所
の　

担
当
か
ら
説
明
を
受
け
る



下
郷
町
議
会
だ
よ
り

発
行
：
福
島
県
南
会
津
郡
下
郷
町
議
会

編
集
：
議
会
広
報
常
任
委
員
会

〒
969 -5345　下

郷
町
大
字
塩
生
字
大
石
1000番

地
E-m
ail：

gikai_01@
town.shim

ogo.fukushim
a.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
４
１
－
６
９
－
１
１
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
４
１
－
６
９
－
１
１
６
７

議会だよりギャラリー議会だよりギャラリー
議会とまちのうごきを

写真でレポート

編
集
後
記

議会を傍聴しませんか 町議会定例会は３月・６月・９月・１２月に開かれます。
お問い合わせは町議会事務局（６９－１１２３）まで

　
「
真
の
文
明
は
、
山
を
荒
さ

ず
、
川
を
荒
さ
ず
、
村
を
破

ら
ず
…
」
と
い
う
地
域
を
守

る
田
中
正
造
の
信
念
が
住
民

を
動
か
し
、「
国
が
堤
防
の
修

復
工
事
を
し
な
い
の
な
ら
…

兵
役
と
納
税
の
義
務
を
負
わ

ず
」
と
い
う
住
民
の
熱
い
決

意
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
足

尾
銅
山
鉱
毒
問
題
に
取
り
組

ん
だ
田
中
正
造
は
小
学
６
年

の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
。

行
政
と
住
民
が
一
つ
に
な
っ

た
、
力
強
い
町
づ
く
り
の
姿

を
明
治
の
代
議
士
田
中
は
教

え
て
い
る
。

　

我
が
町
民
に
も
町
づ
く
り

の
原
動
力
が
ま
だ
ま
だ
満
ち

溢
れ
て
い
る
。
そ
の
パ
ワ
ー

を
共
に
発
揮
し
て
い
き
た
い
。

�

（
玉
川　

邦
夫
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
山
名
田
　
久
美
子

副
委
員
長
　
玉
　
川
　
邦
　
夫

委
　
員
　
小
　
椋
　
淑
　
孝

委
　
員
　
星
　
　
　
能
　
哲

委
　
員
　
星
　
　
　
昌
　
彦

委
　
員
　
星
　
　
　
和
　
志

楢原地区に資料館開設楢原地区に資料館開設
未来創生ふるさとまちづくり支援事業未来創生ふるさとまちづくり支援事業

◇資料館開設オープンセレモニー

◇資料館展示コーナー

日時：令和5年11月19日（日）
　　　午前9時30分～
会場：旧楢原小豊成分校

“地元の偉人に再び光を当て、住民が郷土愛や誇りを持つきっかけに”との願いを込めて

●郷土が生んだ珠算研究者「星伊作」（１８７６～１９６４）
　算数の時間にそろばんを熱心に教えた。校長退職後
は北海道・東北を巡って商除法を広め、文部省にも足
を運び教科書への採用を実現させた。
●倉楢大地に水を引いた「弓田円蔵」（１８１４～１８８４）
　倉村、楢原の荒れ地に水を引いてあげたいと村の人々と相談を重ね、役所
に何度も足を運んだ。
　さらには、工事費（２５００両）を自分で出そうという熱意に役所は動か
され、工事が着工した。


